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令和３年度財政援助団体監査結果について（報告）

地方自治法第１９９条第７項の規定により，財政援助団体に関する監査を実

施したので，その結果を同条第９項の規定により別紙のとおり報告します。
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令和３年度 財政援助団体監査報告書

１ 監査の種類

地方自治法第１９９条第７項の規定に基づく財政援助団体監査

２ 監査の対象及び範囲

令和２年度に町が各種団体に対し、補助及び交付金・負担金として財政援

助（補助）を行った団体等。

３ 監査団体

（１）書類審査 ２補助団体

（２）抽出による審査（団体に対する補助金額）

ア 中種子町商工会街路灯管理組合

中種子町商工会街路灯運営補助金（補助金額350,000円）

イ 中種子町無形民俗文化財保存連絡協議会

無形民俗文化財指定団体活動補助金（補助金額90,000円）

４ 監査実施日及び場所

実施日 令和４年１月２１日（金） 午前９時００分～午前１１時５０分

場 所 中種子町役場 監査委員室

５ 監査の方法

財政援助団体等において、補助金等に係る事業が、その目的に沿って適切

が行われているかを検証するとともに、必要に応じて団体を所管する課等の

指導状況について監査を実施した。

（１）補助金等の申請が適切に行われているか。

ア 補助金交付申請書の申請金額と実績報告書の金額、金融機関の支払

記録は一致しているか。

イ 補助金交付申請書及び受領の適切性・適時性、提出書類の網羅性・
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正確性はあるか。

ウ 事業内容は、事業計画や補助金交付条件に準拠したものとなってい

るか。

（２）補助金の経理が適切になされているか。

ア 補助金に関する帳票の整備及び記帳状況は適切か。

イ 証ひょう書類等の整備及び保存状況は適切か。

（伝票及び証拠書類等）

（３）補助金の使用実態が適切に報告されているか。

ア 実績報告書と補助対象事業の実施事業と整合しているか。

イ 補助金の実績報告は適正か。

ウ 実績報告書の記載内容は適切か。

（４）補助金は適切に交付されているか。

ア 補助金の交付決定は適切になされているか。

イ 補助金の交付目的、交付条件及び補助対象事業内容は妥当か。

ウ 補助金に関する補助金等の交付基準に準拠し、公益上の必要性はあ

るか。

（５）補助金の有効性が失われていないか。

ア 補助金は有効か、また、その有効性を検証しているか。

（補助金等検討委員会答申準拠）

６ 監査の結果

監査を行った結果、補助金はおおむね交付目的どおり執行されており、

また、事務処理についても適正に処理されているものと認められた。

次のとおり一部に検討又は改善を要する事項も認められたので、内容等

については、十分把握し、それぞれ必要な措置を講じた上で、今後の事務

処理については万全を期されたい。また、意見を付した事項については、

今後の事務執行の参考となることを望むものである。

なお、検討又は改善を要する事項については必要な措置を講じられた場

合は、その旨通知されたい。
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〔書類審査及び抽出団体統一指摘事項〕

１ 援助団体を指導する立場として、公益性の審査を十分行なうとともに、事業

内容の把握・運営体制のチェック機能が必要であり、経理・運営方法を含め定

期的に的確な指導を行われたい。

２ 全ての町単独補助金について、それぞれの事業が補助の交付を受けなけれ

ば実施できないものかどうかを随時検証すべきであり、同時に、補助金に頼ら

ず自立していくことを検討すべきである。

３ 慣習的な補助金等や自助努力の見えない団体については、自立を促すため

にも費用対効果など補助効果を確認の上、適宜見直しをされたい。

４ 補助内容や団体等の運営状況・決算内容について、町民への説明が必要であ

る。情報公開条例に基づく説明責任も踏まえ、補助の交付を受けた団体等が事

業内容を町民に説明することも必要であることを念頭に置かれたい。

５ 個別の監査結果については、次のとおりである。

（１）中種子町商工会街路灯管理組合

ア 事 業 名 中種子町商工会街路灯管理運営補助金

イ 補助金額 ３５０,０００円（事業費 1,812,162 円）

ウ 所 管 課 企画課（商工観光係）

エ 活動目的及び事業等

平成５年３月に現在の街路灯１７２基を設置し、商店街や生活道路

の明かりを照らし、交通事故・犯罪の抑止等、町民の安心・安全なまち

づくりに寄与している。

しかし、新設から２７年が経過し、台風などによる街路灯の修繕費を

はじめ保険料の増額及び管理料収入の減少と厳しい運営状況の中、街

路灯の管理運営を行っている。

オ 監査の結果

事務処理については、計数に誤りはなく適正に処理されており、補

助の目的に沿って活用されていることを確認した。

今後、街路灯の維持管理については、ますます厳しくなることが予
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測される。事業主の意向等を踏まえ、現在の街路灯は撤去し新しく設

置するなど、抜本的な対策が必要と考える。商店街の活性化も含めて

町当局と検討していくことが望まれる。

（２）中種子町無形民俗文化財保存協議会

ア 事 業 名 無形民俗文化財指定団体活動補助金

イ 補助金額 ９０,０００円（事業費 2,510 円）

ウ 所 管 課 社会教育課（文化係）

エ 活動目的及び事業等

町内の民俗芸能保存団体として、県・町指定となっている無形民俗文

化財に対して、維持継承を図ることを目的とする。

指定を受けている組織としては、県指定の町山崎「源太郎踊り」が

あるが、町政施行７０周年以降活動は無い。また、三浜郷土芸能保存

会、下田集落が農林漁業祭や小学校の生徒へ踊りの指導や敬老会等で

披露をしている。

オ 監査の結果

令和２年度は、新型コロナウイルスの発生により活動の見通しが立

たなくなったため、受け入れた補助金は次年度に繰り越して、次年度と

合算して先進地の視察研修を計画したようである。

交付要綱では、活動等ができず支出が無ければ原則返納処理となっ

ているので、今後は適正な処理をお願いする。

また、郷土芸能の保存団体の活動が記録された書類が確認できなか

ったので、補助金交付に係る審査については根拠に基づき実施される

よう改善を求める。

郷土芸能の伝承については、大変難しい活動であると認識している。

今後も協議会を中心に保存団体と連携し、伝承活動がさらに活発にな

ることを期待する。


